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１、各教科の改訂のポイント（教育課程編成の指針）

1

神奈川県教育委員会HPよりダウンロード可能



2

２、学習評価について

中学校 保健体育

＊以下、本スライドに掲載されている
右上のページ番号は、右の参考資料
より抜粋
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体育分野



２ 各事例概要一覧と事例（体育分野）

4

事例１（＊本資料掲載事例）
●指導と評価の計画から評価の総括まで

第１学年 「球技（サッカー）」

事例２（＊本資料掲載事例）
●「知識・技能」の評価

第１学年 「器械運動（マット運動）」

事例３
●「思考・判断・表現」の評価 第２学年 「武道（柔道）」

事例４
●「主体的に学習に取り組む態度」の評価

第３学年 「ダンス （創作ダンス）」

P52



学習指導要領 内容

思考力、判断力、表現力等

（2）攻防などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組
み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝えること。

学びに向かう力、人間性等

球技に積極的に取り組むとともに，フェアなプレイを守ろうとすること，
作戦などについての話合いに参加しようとすること，一人一人の違いに応
じたプレイなどを認めようとすること，仲間の学習を援助しようとするこ
となどや，健康・安全に気を配ること。

知識
技能

～について理解している
～できる

思考・判断力・表現
～課題を発見し
～を工夫するとともに
～を他者に伝えている

主体的に学習に
取り組む態度

～している
～気を配っている

評価規準の文末表記

知識・技能

○知識
球技の特性や成り立ち，技術の名称や行い方，その運動に関連して高まる体力

など
について理解している。

○技能
・ゴール型では，ボール操作と空間に走り込むなどの動きによってゴール前で

の攻
防ができる。

・ネット型では，ボールや用具の操作と定位置に戻るなどの動きによって空い
た場

所をめぐる攻防ができる。
・ベースボール型では，基本的なバット操作と走塁での攻撃，ボール操作と定

位置
での守備などによって攻防ができる。

思考・判断・表現

攻防などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝えている。

主体的に学習に取り組む態度

球技に積極的に取り組むとともに，フェアなプレイを守ろうとすること，作戦な
どについての話合いに参加しようとすること，一人一人の違いに応じたプレイな
どを認めようとすること，仲間の学習を援助しようとすることなどをしたり，健
康・安全に気を配っている。

知識及び技能

（1）次の運動について，勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，球技の特性や
成り立ち，技術の名称や行い方，その運動に関連して高まる体力などを理
解するとともに，基本的な技能や仲間と連携した動きでゲームを 展開す
ること。

ア ゴール型では，ボール操作と空間に走り込むなどの動きによってゴー
ル前での攻

防をすること。
イ ネット型では，ボールや用具の操作と定位置に戻るなどの動きによっ
て空いた場所

をめぐる攻防をすること。
ウ ベースボール型では，基本的なバット操作と走塁での攻撃，ボール操
作と定位置

での守備などによって攻防をすること。

内容のまとまりごとの評価規準

5

＋

〇単元の評価規準

〇学習活動に即した評価規準
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内容のまとまり

第１学年及び
第２学年

第３学年

A 体つくり運動

B 器械運動

C 陸上競技

D 水泳

E 球技

F 武道

G ダンス

H 体育理論



体育分野 第１学年及び第２学年
内容の
まとまり

単 元
内容の
まとまり

単 元

領 域 領域の内容 領 域 領域の内容

A 体つくり
運動

ア 体ほぐしの運動 E 球技 ア ゴール型

イ 体の動きを高める運動 イ ネット型

B 器械運動 ア マット運動 ウ ベースボール型

イ 鉄棒運動 F 武道 ア 柔道

ウ 平均台運動 イ 剣道

エ 跳び箱運動 ウ 相撲

C 陸上競技 ア 短距離走・リレー、長距離
走

又はハードル走

G ダンス ア 創作ダンス

イ フォークダンス

イ 走り幅跳び又は走り高跳び ウ 現代的なリズムのダンス

D 水泳 ア クロール H 体育理論 (1) 運動やスポーツの多様性

イ 平泳ぎ (2) 運動やスポーツの意義や効
果と学び方や安全な行い方ウ 背泳ぎ

エ バタフライ

7



・カリキュラムマネジメントの
視点を入れる

8

〇単元の評価規準

〇学習活動に即した評価規準

・評価とつくものがたくさんある
・できるだけ評価という言葉を少な

くし、簡略化
・現場の先生方が、作成するものが多

く大変
・評価（方法）の精選

〇「単元の評価規準

（学習活動に即した評価規準）」
（＊以下、単元の評価規準）

＊一緒にする



単元の評価規準とは

〇内容のまとまりごとに示されている解説の例示

の文末を変換して作成

＊「知識及び技能」の例示

＊「思考力、判断力、表現力等」の例示

＊「学びに向かう力、人間性等」の例示

全ての「単元の評価規準」

「単元の評価規準」

（学習に即した評
価規準）という言
葉は、慣れてきた
ら取る方向で

9

〇その単元で扱う指導事項に対応した
評価規準を選択



単元の評価規準を作成するために

中学校の保健体育（体育分野）

第１学年及び
第２学年

第３学年

〇１、２年は２学年のまとまりで内容と目標が示されている。
〇２年間分を通して、指導内容を考え、それに基づいた評価

をしていく

単元の評価規準を作るときに、
まず、「全ての評価規準」を作成する

10



保健体育科（体育分野）事例１

キーワード：

指導と評価の計画から評価の総括まで

11

単元名 球技：ゴール型（サッカー） 第１学年

内容のまとまり

第１学年及び第２学年「E 球技」

P54



２ 「単元の評価規準」の作成及び指導と
評価の計画の作成

内容の取扱いを踏まえ、年間指導計画に

各単元を位置付ける

12

手順１

事例のA中学校では、学習指導要領の球技の内容の取扱い
「アからウまでを全ての生徒に履修させること」としている
ことを踏まえ

第１学年 ①ゴール型 ②ネット型
第２学年 ③ネット型 ④ベースボール型 ⑤ゴール型

P54



図１ A中学校における年間指導計画の例
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P54



２年間を見通して、指導事項をバラン

スよく配置する

14

手順２

・解説の例示等で示された２年間の指導事項
→①～⑤の指導機会における実施時期や配当時間を踏まえ指導事項を配置

・ゴール型２回、ネット型２回、ベースボール型１回の指導機会

・「知識及び技能」は、型ごとに指導するので効率的に取り上げる
（①のゴール型で「球技の特性」、⑤のゴール型で「成り立ち」と分けて

指導など）

・「思考力、判断力、表現力等」及び「学びに向かう力、人間性等」で示さ
れる具体的な指導事項は、内容のまとまりに対して示されていることから、
意図的、計画的に配置

P55
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例示等で示された
2年間の指導事項

「思考力・判断力・
表現力等」「学びに
向かう力・人間性
等」は、球技の中で
指導事項が偏らない
ように、意図的、計
画的にバランスよく
配置する

「知識・技能」は、型ごと
に取り上げるので効率的に
配置する

P55



例示等を基に、1,2年「球技」の全ての
「単元の評価規準」

「主体的に学習に取
り組む態度」
～しようとしている
に変換
安全に留意している

① 「～言ったり書
きだしたりしてい
る」
これは、一般的に認
知された科学的な知
識を内容とするもの
で、各学校や教師の
指導で大きな相違が
ないもの

② 「～学習した具
体例を挙げている」
これは、学校や生徒
の実態に合わせて指
導する教師によって
取り扱われるもの

「技能」は
～できる

「思考・判断・表現」は
～伝えている、～選んで
いる、～見付けている

16

手順３
P56



当該単元における「単元の評価規準」を
設定する

17

手順４
P56



具体的な指導内容の明確化を図る

18

具体的な指導内容

単元の評価規準

手順５

指導の内容は例示ではぼ
んやり書いてある。それ
を実際の授業の中で具体
的にどんなことをするの
か明確にすることが重要

P57



指導と評価の計画（10時間）を作成

19

評価方法が主に観
察のものについて
は、同時間に複数
評価しない

５時間目に評価する材料
を２、３時間目に集める
（技術の名称など複数あ
る）

各指導内容間の
関連を図る工夫

する

評価の場面を精
選することで、
記録に残す評価
を実施しない時
間を設定する

単元の最後に生徒
の学習状況の変化
を最終的に確認す
る時間の設定

手順６
P57,58



３ 観点別学習状況の評価の進め方

（１）指導と評価の一体化に向けた観点別学

習状況の評価の活用
〇単元の終末にまとめて行うものとして捉えず、指導場面に

対して評価の機会を検討し設定する。

〇「努力を要する」状況（C）の生徒に対して手立てを講じる

ことが重要。（これからの評価は、点から線へのイメージ）

〇「十分満足できる」状況（A）の生徒には、個別の課題を与

えるなどの指導を行う。

〇形成的な評価をしつつ、生徒の学習状況の記録を付けながら、

修正を図り、総括的評価において最終確認し、観点別学習状

況の評価を確定する。

20

P59



４ 観点別学習状況の評価の総括及び評定
への総括の考え方

（2）各単元における観点別学習状況の評価の総括
の例

各観点における学習状況の評価を

21

A、B、Cの数を基に総括するか
A=３、B=２、C=1のように数値で表し総括するか検討

〇評価については、各学校が責任をもって行う
その際、各学校内や保健体育科内で共通認識を図り、
事前に生徒や保護者に説明していく

P61

A、B、Cの３段階にするか
A゜、A、B、C、C の５段階にするか検討

△



保健体育科（体育分野）事例２

キーワード：「知識・技能」の評価

22

単元名 器械運動（マット運動） 第１学年

内容のまとまり

第１学年及び第２学年「B 器械運動」

P62

知識と技能の関連を図りながら指導を充実
した上で、知識と技能それぞれの学習状況
を生徒に適切にフィードバックできるよう
にすることが大切である



I「知識及び技能」の指導と「知識・技能」
の観点別学習状況評価

１ 学習指導要領解説における知識の考え方

23

具体的な知識と汎用的な知識を関連させる

○運動の行い方や健康・安全の確保の仕方
などの科学的知識を基に運動の技能を身
に付ける

○運動の技能を身に付けることでその理解
を一層深める

P62



２ 器械運動（マット運動）における具体的な
指導事項及び「知識・技能」の評価

24

器械運動

個に応じた学習可能な学習課題を提示し、
「基本的な技を滑らかに行うこと、条件
を変えて行うこと、発展させて行うこ
と」などの技の難易度とその出来映えと
いった視点から学習評価を検討すること
が必要

P62
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器械運動の具体的な指導事項 P63
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「②技の行い方には技の課題を解決
するための合理的な動き方のポイン
トがあること」 具体的に指導し評価

するために、知識の
整理をする

(1)第１学年における指導事項の整理 P64



（2）「単元の評価規準」の設定

27

語尾を変えて評価
規準を設定する

P64



(3)  指導と評価の計画の作成

28

知識②は、技の練習や習得の過程で
ポイントやコツを記述できるように
する。単元の最後に記述する時間を
設けるなどの工夫をしている

知識②は、２～３時間目で具体的
な知識と汎用的な知識を組み合わ
せて指導し、４時間目に学習カー
ドで評価する

技能①～③は、知識②との関連を
図り、主体的・対話的で深い学び
を引き出すための学習カードを活
用
「努力を要する」状況（C）と判
断される生徒への手立てを行い指
導と評価の充実を図る

１時間目に
指導した知
識①を学習
カードで評
価する

知識①は、５時間目と８時
間目のまとめに学習カード
に記入する時間を設ける工
夫をしている

P64,65



４ 知識の指導と評価の実際

29

知識①

知識②

P65

(1)学習カードの工夫



(３)「知識」の評価における実現状況を
判断する目安と具体例の作成

30

P66,67

「A・B・C」の実現
状況と，その段階の
特徴となる判断の目
安及び具体例から作
成している



５ 技能の指導と評価の実際

31

・生徒自身が、技の習得の段階を自己申告し、その段
階に応じて、相互にアドバイスする活動

・実際の授業場面においては、技の行い方について、
動きのポイントを示したイラスト、ポイントやコツ
を示した図解を準備した

P66
（１）主体的・対話的で深い学びを引き出すための

学習カードの充実



(2) 「技能」の評価における実現状況を
判断する目安と具体例の作成

32

P67,68

それぞれの技をよりよく行うことが
できたかを効果的に評価するために、
「Ａ・Ｂ・Ｃ」と判断される生徒の
実現状況の判断の目安とその具体例
を作成し、それを踏まえて技能の評
価を行った



Ⅱ 「知識・技能」の観点別学習状況の
評価の総括

１ Ａ、Ｂ、Ｃの組合せに基づいて総括する例

33

P68

「知識」の評価は「Ｂ,Ｂ,Ａ,Ａ,Ａ,
Ａ」となり、Ａが半数以上となっ
ていることから、「数の多い方の
評価とする」という事前の取り決
めによりＡと総括している

「技能」の評価は「Ｂ,Ｂ,Ａ,Ａ,Ｂ,Ａ,
Ｂ」となり、Ｂが半数以上となってい
ることから、「数の多い方の評価とす
る」という事前の取り決めによりＢと
総括している

「知識・技能」の総括は、Ａが７，Ｂが６
となっていることから、Ａと総括している



Ⅱ 「知識・技能」の観点別学習状況の
評価の総括

１ Ａ、Ｂ、Ｃを数値に表したものに基づいて総括する例

34

P69

「知識」の評価は、Ｂ(2),Ｂ(2),Ａ
(3),Ａ(3),Ａ(3).Ａ(3)となり、数値の
合計は「16」となる。「知識」の
平均は「2.67」となり、Ａと総括
する

「技能」の評価は、Ｂ(2),Ｂ(2),Ａ(3),Ａ
(3),Ｂ(2),Ａ(3),Ｂ(2)となり、数値の合計
は「17」となる。「技能」の平均は
「2.43」となり、Ｂと総括する

「知識・技能」の総括は、「2.54」と
なり、「知識・技能」の評価は，Ａと
総括する
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P69

○「知識」と「技能」の観点別学習状況の評価を
個々に行うことで、それぞれの学習状況を生徒へ
フィードバックし、生徒自身や教師の学習改善に
生かすことが大切

○「知識」と「技能」をバランスよく指導し、バ
ランスよく評価することが大切

○併せて、三つの資質・能力についてもバランス
よく指導し、バランスよく評価することが重要
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保健分野



２ 各事例概要一覧と事例（保健分野）

37

事例５（＊本資料掲載事例）
●指導と評価の計画から評価の総括まで

中２年 「傷害の防止」

事例２（＊本資料掲載事例）
●「知識・技能」の評価 中１年 「心の健康」

事例３
●「思考・判断・表現」の評価

中２年 「生活習慣病などの予防」

事例４
●「主体的に学習に取り組む態度」の評価

中３年 「健康と環境」

P53



単元の評価規準の作成とポイント

・解説の文言の文末を変える
（知識：～について言ったり、書き出したりしている）
（技能：～できる）
・知識と技能の評価規準は、１つの中に両方を盛り込む

（＊例えば、技能だけだと、応急手当てができるかできないかで評価してしまう）

・単元ごとに、リード文があり、その下に＜例示＞がある
その＜例示＞の文末を変える

（～している）

38

「知識・技能」

「思考・判断・表現」

P48



単元の評価規準の作成とポイント

39

課題発見、
思考判断、
表現

例示がすべての学習活動に当てはま
るとは限らない
指導者がどのような指導をするかで
評価規準は変わるので、ただ語尾を
変えるだけでなく工夫が必要になる

中学校学習指導要領解説保健体育P222抜
粋



単元の評価規準の作成とポイント

・保健分野の目標、観点の趣旨等を参考に

作成する

特に「自主的に取り組もうする」

→観点の趣旨からもってきた

文末の表記は、（～しようとしている）

40

「主体的に学習に取り組む態度」

P49



保健体育科（保健分野）事例５

キーワード

：指導と評価の計画から評価の総括まで

41

単元名
傷害の防止

内容のまとまり
第２学年 （３）傷害の防止

目標は３つの資質能力で書く

（ ）でラベルを付けるなら、
「知識及び技能」「思考力、判断
力、表現力等」「学びに向かう力、
人間性等」になる

保健分野で技能がないと
ころは、知識のみを書く

P82



２ 単元の評価規準

42

「単元の評価規準」は、これまでの、「学習活動
に即した評価規準」
今回は、単元が全８時間なので、その中で評価規
準を３観点で９つに精選した

評価規準名は、全教科共通。技能があって
もなくても「知識・技能」と書く

「知識」は、解説の文末を「～について、理解したこ
とを言ったり、書いたりしている」
「技能」は、解説の文末を「～（行い方・対処）につ
いて、理解したことを言ったり、書いたりしていると
ともに（～が）できる」として作成する

「思考・判断・表現」は、例示が４つあるが、３つに
絞り込んだ。その際、例示に記載された内容を踏まえ
るとともに、実際の学習活動に合わせて、文末を「～
している」として、作成する

「主体的に学習に取り組む態度」の「評価の観点及び
その趣旨」に示された内容を踏まえ、文末「～しよう
としている」として、評価規準を作成する

P82



3 指導と評価の計画(8時間）
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

交
通
事
故
や
自
然
災
害
な
ど
に

よ
る
傷
害
の
発
生
要
因

交
通
事
故
な
ど
に
よ
る
傷
害
の

防
止

自
然
災
害
に
よ
る
傷
害
の
防
止

応
急
手
当
の
意
義
と
実
際

ま
と
め

知識・技能 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇 ◎

思考・判断・表現 ◎ ◎ ◎

主体的に学習に取り組む
態度

〇 ◎

43

＊◎は記録に残す評価→多くても１時間に１つくらい（８時間目は総括のため２つ）
＊〇は重点的に生徒の学習を見取る
＊重点としていない観点についても、教師の指導の改善や生徒の学習改善に活かすために、
生徒の学習状況を確認することが重要である

「主体的に
学習に取り
組む態度」
は、８時間
目に記録に
残すのは、
単元を通し
て徐々に高
まるため、
その変容を
見る

記録に残す評価を行わない。
知識は７時間目に記録に残
すため、６時間目は指導に
活かす評価をする

ワークシートを中心としつ
つ、観察で補うことも考え
られる。ワークシートによ
る評価においては、評価す
る観点に応じた項目を設定
することが重要

P83～



４ 観点別学習状況の評価の進め方

（１）基本的な考え方

・知識や技能を確実に習得し、それらを自分たち

の生活に当てはめたり、関連付けたりして学習

を進められる授業づくりをし、それを踏まえた

指導と評価を進めていく

・評価を効果的・効率的に進めるために、３観点

の評価を重点化する必要がある

・事例は、第１時から第７時は、１観点として重

点化し、単元のまとめとなる第８時のみ２観点

とした

44

P86



・実習を通して理解を深め、基本的な技能を身に

付けている学習状況を確認できるようにする

（技能と知識の両面を相対的に捉える）

・実習については、技能の出来栄えのみを評価す

るのではなく、知識と一体的に評価することを

留意したい

・ワークシートを中心としつつ、観察で補うこと

も考えられる

45

ワークシートだけ
に特化せず、多面

的に評価する

「知識・技能」

「思考・判断・表現」

P86



・事例の第１時では、教師の指導改善につながる評価を行

うこととした

・「努力を要する」状況と判断した生徒へは、手立てを講

じて継続した指導を行い、第８時に記録に残す評価場面

を設定し、変容を見取ることができるようにした

・単に継続的な行動や積極的な発言を行うなど、性格や行

動面の傾向を評価することでないことに留意したい

・自らの学習状況を把握し、学習を調整しながら、粘り強

く取り組もうとしているかどうかという意思的な側面を

評価する

46

「主体的に学習に取り組む態度」

P86



５□観点別学習状況の評価の総括

47

（１）評価結果のＡ，Ｂ，Ｃの数を基に総括する

単元の総括
Ａが半数を超える場合にはＡ
Ｃが半数を超える場合にはＣ
それ以外はＢ
ＡとＣが同一観点に混在する場合はＢ
とする考え方に立って総括を行った

「ＡＡＢＢ」など同数の場合や三つの
記号が混在する場合の総括の仕方をあ
らかじめ決めておく

P89

「知識・技能」、「思考・判
断・表現」については、各授業
後や単元終了後にワークシート
や定期テスト等からも評価する
ことで、評価の信頼性を高める
ことができる



48

（２）評価結果のＡ、Ｂ、Ｃを数値に置き換えて総括する

単元の総括
Ａ、Ｂ、Ｃを、
Ａ＝３、Ｂ＝２、Ｃ＝１のように
数値によって表して、平均するこ
とで総括することができる

総括の結果をＢとする範囲を
［2.5≧平均値≧1.5］とすると、
平均値が2.5 を上回る場合はＡ、
平均値が1.5 未満の場合はＣとなる

P89



保健体育科（保健分野）事例６

キーワード：「知識・技能」の評価

49

単元名 心の健康

内容のまとまり

第１学年（２）
心身の機能の発達と心の健康

P90



５ 観点別学習状況の評価の進め方

（１）基本的な考え方

50

・本単元では、ストレスによる心身の負担を軽くするような
対処の方法ができるようにするために、「技能」として、リ
ラクセーションの方法等を取り上げている

・ワークシートの項目を工夫することが重要である

・既有の知識及び技能と関連付けたり、活用したりする中で、
生活の場面でも活用できる程度に概念等を理解したり、技能
を身に付けたりしているかについても評価できるように工夫
することも考えられる

・実習における評価場面では、ストレス対処の技能だけでな
く、知識と一体的に評価することに留意したい

P92



（２）本時における知識・技能の評価の例

51

観察の視点を
明確にする

ワークシートの項立
てを工夫する

ワークシート等に記入する時間
を十分確保する

科学的に理解できるようにするとともに、内容に
かかわる基本的な技能を身に付けることを目指す

→実習を取り入れ、知識と技能の関連を図る

P93


